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あでやかな振り袖を身にまとい、新たな門出を迎えた新成人の皆さん。
同級生との記念写真に、思わず笑みがこぼれます。

平成 28 年成人式
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平
成
28
年
栗
山
町
成
人
式
が
１
月
10

日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
新
成
人
に

よ
る
「
成
人
式
実
行
委
員
会
」
を
中
心
に

企
画
・
運
営
さ
れ
、
平
成
７
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
97
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
椿
原
紀
昭
町
長
が
「
自
ら

の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
行
動
し
、
未
来

を
切
り
開
い
て
く
だ
さ
い
」
と
新
成
人
を

激
励
。
新
成
人
代
表
の
小
野
寺
碧あ

お
い衣

さ
ん

と
加
藤
蓮
さ
ん
は
「
周
り
の
人
へ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
、『
ふ
る
さ
と
は
栗
山
で
す
』

と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
大
人
に
な
り
ま

す
」
と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
に
続
き
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
司
会
の
大
役
を
果
た
し

た
篠
田
景
子
さ
ん
と
佐
藤
怜れ

な奈
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
作
成
し
た
、
学
生
時
代
の
恩

師
な
ど
が
登
場
す
る
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
上

映
。
懐
か
し
い
顔
が
映
し
出
さ
れ
る
と

会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

　

一
生
に
一
度
し
か
な
い
成
人
式
。
新
成

人
は
、
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
祝
福
さ

れ
る
中
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

胸
に
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

12新成人であふれた会場ロビー
3町民憲章を朗唱する大櫛花実さん
4司会を務めた篠田景子さん（左）と佐藤
怜奈さん（右）
5力強く成人宣言した小野寺碧衣さん（左）
と加藤蓮さん（右）
6実行委員の山本圭太さん（右）が記念品
を紹介。今年の記念品は「図書カード」
7昨年から準備を進めてきた実行委員の皆
さん

栗
山
町
成
人
式

写真でつづる
青春の 1ページ

　

ふ
る
さ
と
栗
山　

で
笑
顔
の
門
出

"

"

" ふるさと栗山 "で
笑顔の門出

栗山町成人式



5 広報くりやま   2016. 2 42016. 2　広報くりやま

　
　

実
行
委
員
を
経
験
し
て

　

実
行
委
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
カ

ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
で
、
教
育
委
員
会
の
方
に
声

を
か
け
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
姉
が
昨
年
、

成
人
式
の
実
行
委
員
長
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
実
行
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
昔
の
仲
間
と
一
緒

に
企
画
を
考
え
た
り
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

を
作
っ
た
り
で
き
て
楽
し
か
っ
た
の
で
、

大
変
だ
っ
た
と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た

で
す
。

�　
　

新
成
人
を
迎
え
た
今
の
心
境
は

　

岩
見
沢
農
業
高
校
を
卒
業
し
て
、
す
ぐ

に
農
業
後
継
者
と
し
て
働
い
て
い
る
の

で
、
新
成
人
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
特

に
心
境
の
変
化
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
に
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
、
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親

の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
今
ま
で
以
上
に
仕
事
を
覚
え
て
、

両
親
を
楽
に
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
頼
ら
れ
尊
敬
さ
れ
る
大
人
に
な
り
た
い

成人式の開催に向け、新成人の中心となり準備を
進めてきた実行委員の皆さん。新成人を迎えた
今の心境や、実行委員を経験して感じたことなど
を聞きました。

　
「
一
緒
に
成
人
式
の
実
行
委
員
を
や
っ

て
み
な
い
？
」
と
友
達
に
誘
わ
れ
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

苦
労
し
た
の
は
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
作

成
で
す
。
ビ
デ
オ
の
編
集
な
ど
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
時
間
の
調
整
な
ど
に
追

わ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
に
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

が
出
来
上
が
り
、
大
き
な
達
成
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
実
行

委
員
を
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

成
人
に
な
っ
て
思
う
こ
と
は
、
育
て
て

く
れ
た
両
親
へ
の
感
謝
で
す
。
こ
こ
ま
で

育
て
て
く
れ
た
恩
を
、
こ
れ
か
ら
た
く
さ

ん
返
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
私

も
い
つ
か
両
親
の
よ
う
な
親
に
な
り
た
い

で
す
。

　

私
は
、
小
、
中
、
高
、
そ
し
て
職
場
も

栗
山
と
い
う
生
粋
の
栗
山
人
で
す
。
仕
事

を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
方
と
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
、
買
い
物
な
ど
で
街
中
を
歩
く

と
、
声
を
掛
け
て
も
ら
え
ま
す
。
気
軽
に

あ
い
さ
つ
し
た
り
、世
間
話
を
し
た
り
と
、

小
さ
な
町
な
ら
で
は
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
て
も
良
い
。
私
は
こ
の
町
が

好
き
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
周
り
の
先
輩
や
上
司
を

頼
っ
て
ば
か
り
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
成

人
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
が
頼
ら
れ

る
側
に
な
っ
て
、
周
り
の
人
を
支
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

新
成
人
を
代
表
し
て
一
言

　

大
人
に
な
る
と
大
き
く
変
化
す
る
の
が

責
任
の
重
さ
で
す
。「
自
分
一
人
で
ど
う

に
か
し
な
け
れ
ば
」
と
思
い
込
み
が
ち
で

す
が
、
楽
し
い
10
代
の
日
々
を
過
ご
し
た

仲
間
の
関
係
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
支
え
合

い
、
励
ま
し
合
い
、
教
え
合
い
な
が
ら
共

に
成
長
し
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

成
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
頼

ら
れ
尊
敬
さ
れ
る
大
人
に
な
れ
る
よ
う
、

優
し
く
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

継
立
中
学
校
の
卒
業
生
で
、
地
元
に

残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
実
行
委

員
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
み
ん
な
の
協
力
も
あ
り
、
無
事
に

成
人
式
実
行
委
員
会
の
副
実
行
委
員
長
、

そ
し
て
町
民
憲
章
朗
唱
の
役
割
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

現
在
は
、
南
学
田
で
後
継
者
と
し
て
農

業
に
励
ん
で
い
ま
す
。
高
校
を
卒
業
し
て

す
ぐ
に
働
い
て
い
る
の
で
、
成
人
式
を
迎

え
ま
し
た
が
、
特
に
成
人
に
な
っ
た
と
い

う
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

栗
山
町
は
、
自
然
豊
か
な
こ
と
も
あ
り

空
気
が
と
て
も
お
い
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
を
相
手
に
す
る
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
生
ま
れ
育
っ
た
栗
山
町
で
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
農
産
物
を
作
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
新
成
人
に
な
っ
た

今
、
し
っ
か
り
と
し
た
大
人
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成 28 年成人式実行委員会
実行委員長　長尾　拓哉さん

成人式実行委員
インタビュー

平成 28 年成人式実行委員会
副実行委員長　中島　憲浩さん

平成 28 年成人式実行委員会
実行委員　佐藤　怜奈さん

し
っ
か
り
と
し
た
大
人
に

ふ
る
さ
と
栗
山
が
好
き
で
す

" ふるさと栗山 "で
笑顔の門出

栗山町成人式



◆
確
定
申
告
が
必
要
な
方

・
事
業
を
営
む
方
で
、
所
得
金
額
が
所
得
控

除
の
合
計
額
よ
り
も
多
い
方

・
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
を
2
カ
所
以
上
か
ら
受
け
、
年
末
調

整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
額
と
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
合
計

が
20
万
円
を
超
え
る
方

・
年
金
受
給
者
で
源
泉
徴
収
税
を
納
付
し
て

い
る
方(

た
だ
し
、
公
的
年
金
な
ど
の
収

入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
は
、

確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん)

◆
町
道
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

・
所
得
税
の
申
告
を
必
要
と
し
な
い
方
で
給

与
・
事
業
・
不
動
産
な
ど
の
収
入
が
あ
る

方
（
給
与
の
み
で
年
末
調
整
済
み
の
方
を

除
く
）

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
（
収

入
の
な
い
方
、
ま
た
は
少
な
い
方
で
も
国

民
健
康
保
険
税
の
低
所
得
者
に
対
す
る
軽

減
措
置
は
、
申
告
が
な
け
れ
ば
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

◆
申
告
に
必
要
な
も
の

□
印
鑑
（
認
め
印
で
か
ま
い
ま
せ
ん
）

□
税
務
署
か
ら
申
告
書
を
送
付
さ
れ
た
方
は

必
ず
そ
の
申
告
書

□
収
入
の
分
か
る
書
類
（
給
与
・
年
金
の
あ

る
方
は
源
泉
徴
収
票
。
な
く
し
た
方
は
再

発
行
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
）

□
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
る
金
額
の
明
細
書
（
事
前
に
医
療
費
の

明
細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は

税
務
課
に
あ
り
ま
す
）

□
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方
は
社
会
保

険
任
意
継
続
、
国
民
年
金
保
険
料
、
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証

明
書
（
国
民
年
金
保
険
料
は
控
除
証
明
書

の
添
付
が
必
要
で
す
）

□
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除

を
受
け
ら
れ
る
方
は
控
除
証
明
書

□
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
る

方
は
登
記
事
項
証
明
書
、住
民
票
の
写
し
、

売
買
契
約
書
ま
た
は
請
負
契
約
書
、
住
宅

取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等

証
明
書

□
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
方
は
障
が
い
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
障
が
い
者
控
除
対
象

者
認
定
書
な
ど
の
確
認
が
で
き
る
も
の

※
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要
支
援
は
除

く
）
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
は
、

障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
場
合
で
も
、「
障
が
い
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
の
交
付
に
よ
り
、
障
が
い
者

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
事
前
に
「
町
保
健
福
祉

課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ
」
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

□
税
金
が
還
付
に
な
る
方
は
本
人
名
義
の
銀

行
な
ど
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

□
そ
の
他
の
控
除
な
ど
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期間は

2/16㈫

3/15㈫

忘れずに期限内の申告を

確定申告
町道民税申告

所得税の確定申告、町道民税の申告の時期が近づいてきました。

左表のとおり申告相談日を設けましたので、必要書類などを用意し、

期日までに正しく申告しましょう。

税に関する相談・問い合わせ
　申告内容は個人によって異なります。申告の仕方

や書類など、不明な点がありましたらお気軽にご相

談ください。

◆岩見沢税務署　☎ 0126-22-0810
◆町税務課課税グループ　☎ 73-7505

ホームページをご活用ください
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コー
ナ ー」（https://www.keisan.nta.go.jp/h27/ta_top.
htm）では、画面の案内に従っ
て金額などを入力するだけで、
税額が自動計算され、確定申
告書を自宅で簡単に作成する
ことができます。
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期　　日 時　　間 場　　所

2 月 16 日㈫～
3 月 15 日㈫ の平日

　8：30 ～ 12：00
13：00 ～ 17：15

　役場 1 階税務課⑧番窓口　
　☎ 73-7505

3 月 2 日㈬
　9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00

　南部公民館　
　☎ 75-2111

3 月 3 日㈭
　9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00

　角田農村環境改善センター
　☎ 72-6040

期　　日 時　　間 　場　　所

2 月 21 日㈰
8：30 ～ 12：00

　役場 1 階税務課⑧番窓口　
　☎ 73-7505　3 月   6 日㈰

申告相談日
●休日申告相談

●平日申告相談

※ 3 月 2 日～ 3 日は出張申告のため役場本庁舎税務課窓口職員が少なく非常に混雑します。
※事業所得、不動産所得、譲渡所得のある方は、岩見沢税務署へご相談ください。

時間に余裕をもってお越しください



おいしい給食いっしょに作りませんか？

　町では、学校給食センターの臨時調理員を若干
名募集します。希望される方は、2 月 15 日㈪まで
に履歴書を学校給食センターに提出してください。
その後、面接により選考を行います。

【問い合わせ】　学校給食センター　☎  72-0189

【賃 金】時間給 805 円

【就業時間】月～木曜日 8：00 ～ 16：00

金曜日 8：00 ～ 15：30

【採 用 日】3 月 1 日㈫（予定）

【採用条件】20 歳～ 50 歳

（調理師資格は問わず）
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栗
山
消
防
団（
永
田
英
隆
団
長
）の
出
初

め
式
が
1
月
6
日
に
行
わ
れ
、
第
1
分
団

団
員
が
は
し
ご
を
使
っ
た
登と

て
い梯
の
妙
技
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

今
年
1
年
の
火
災
ゼ
ロ
を
願
い
、
法
被

姿
の
団
員
が
高
さ
約
5
メ
ー
ト
ル
の
は
し

ご
に
登
り
、「
よ
っ
」と
い
う
か
け
声
と
と

も
に
倒
立
や
両
手
足
を
広
げ
る
技
を
次
々

と
見
せ
、
集
ま
っ
た
町
民
か
ら
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
消
防
車
両
や
消
防
団
員
ら

約
１
２
０
人
が
駅
前
通
り
を
パ
レ
ー
ド
。

　

続
く
式
典
で
は
長
年
に
わ
た
り
地
域
防

災
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
の
表
彰
な
ど

が
行
わ
れ
、
永
田
団
長
は
「
災
害
の
な
い

穏
や
か
な
年
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

栗
山
消
防
団

出
初
式

出
初
式
表
彰
者

消
防
庁
長
官
表
彰

■
感
謝
状

元
栗
山
消
防
団
部
長　
　
　

中
谷　

保

元
栗
山
消
防
団
団
員　
　
　

田
中
浩
二

北
海
道
知
事
表
彰

■
永
年
勤
労
章（
勤
続
30
年
）

第
３
分
団
班
長　
　
　
　
　

宮
本　

武

■
表
彰
状（
勤
続
20
年
）

第
２
分
団
部
長　
　
　
　
　

青
木
剛
克

第
３
分
団
部
長　
　
　
　
　

井
澤
雅
彦

第
３
分
団
班
長　
　
　
　
　

中
島
昌
一

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

橋
元
幸
士

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

工
藤
正
史

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

池
野
規
晶

■
表
彰
状
（
勤
続
10
年
）

　

第
１
分
団
団
員　
　
　
　
　

佐
野
友
一

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

髙
桑
政
勝

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
績
章

　

第
１
分
団
分
団
長　
　
　
　

金
谷
雅
人

　

第
１
分
団
副
分
団
長　
　
　

椛
澤
正
則

　

第
２
分
団
副
分
団
長　
　
　

斉
藤
哲
也

■
勤
続
章（
勤
続
30
年
）

第
３
分
団
班
長　
　
　
　
　

八
手
健
治

■
勤
続
章（
勤
続
20
年
）

第
２
分
団
部
長　
　
　
　
　

青
木
剛
克

第
３
分
団
部
長　
　
　
　
　

井
澤
雅
彦

第
３
分
団
班
長　
　
　
　
　

中
島
昌
一

■
勤
続
章（
勤
続
10
年
）

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

不
破　

潤

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

清
水
哲
也

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

小
川
貴
臣

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

富
樫
真
由

　

第
３
分
団
団
員　
　
　
　
　

髙
桑
政
勝

北
海
道
消
防
協
会
空
知
地
方
支
部
長
表
彰

■
功
績
章

　

栗
山
消
防
団
副
団
長　
　
　

鈴
木
英
雄

　

第
１
分
団
副
分
団
長　
　
　

椛
澤
正
則

■
勤
続
章（
勤
続
25
年
）

第
１
分
団
部
長　
　
　
　
　

塩
見　

望

第
２
分
団
部
長　
　
　
　
　

川
畑
憲
吾

■
勤
続
章（
勤
続
15
年
）

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

名
内
稔
弘

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

山
田
晃
博

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

水
上
一
浩

■
勤
続
章（
勤
続
5
年
）

第
１
分
団
団
員　
　
　
　
　

鈴
木
孝
史

第
１
分
団
団
員　
　
　
　
　

富
樫
崇
裕

第
１
分
団
団
員　
　
　
　
　

西
岡
政
則

第
２
分
団
団
員　
　
　
　
　

高
野
勝
則

　

平
成
28
年
5
月
発
行
の
「
知
っ
て
お
き

た
い
ま
ち
の
予
算
（
平
成
28
年
度
予
算
説

明
書
）」に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し

ま
す
。

　

広
告
掲
載
事
業
は
、
町
の
資
産
を
広
告

媒
体
と
し
て
有
効
活
用
し
、
民
間
事
業
者

な
ど
と
の
協
働
に
よ
っ
て
町
の
新
た
な
財

源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
全
戸
に
配
布
さ
れ
る
冊
子
で
、
企

業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

◆
申
込
期
限

　

平
成
28
年
2
月
19
日
㈮

◆
申
込
方
法

「
栗
山
町
広
告
掲
載
申
込
書
」に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
広
告
の
イ
メ
ー
ジ
図

を
添
え
て
申
込
先
に
直
接
持
参
、
ま
た

は
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
町
経
営
企
画
課
（
旧
庁
舎
２

階
）
で
の
受
け
取
り
、
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.t
o
w
n
.

k
u
riy
a
m
a
.h
o
k
k
a
id
o
.jp
/

docs/2012041100029/

◆
申
込
留
意
事
項

①
町
広
告
掲
載
要
綱
・
町
広
告
掲
載
基
準

に
規
定
さ
れ
る
「
広
告
媒
体
と
し
て
不

適
当
な
広
告
」は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

②
広
告
原
稿
は
申
込
者
各
自
で
作
成
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
作
成
お
よ

び
提
出
方
法
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
後

に
ご
連
絡
し
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
経
営
企
画
課
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ　

　

☎
�
７
５
０
３

　

℻
�
３
１
７
９

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

gyouseikeiei-g@
tow
n.kuriyam

a.
hokkaido.jp

企
業
広
告
を
募
集

　
　
　
　
予
算
説
明
書
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

規　格 Ａ 4（2 色刷り）
約 50 ページ構成

発行部数 6,500 部

使用期間 平成 28 年 5 月～

使用内容 町内全戸配布（6,000 戸）ほか、
公共施設に設置

広告規格 第 1 種  縦 52㎜×横 85㎜
第 2 種  縦 52㎜×横 175㎜

募集枠数 第 1 種の枠でおおむね 8 枠

掲載位置 冊子裏表紙を予定

印刷色 カラー

広告料 第 1 種　15,000 円
第 2 種　30,000 円

知っておきたいまちの予算
（平成 28 年度予算説明書）

臨時調理員を募集臨時調理員を募集臨時調理員を募集
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交
流
人
口
拡
大
と
広
域
連
携
を
目
指
し
て

　

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会
議
所
理
事

長
の
蛯
名
勇
人
で
す
。

　

今
ま
さ
に
変
革
の
時
代
、
各
地
で
地
方

創
生
の
気
運
が

高
ま
り
、
自
治

体
独
自
の
自
主

的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
青
年
会
議
所
は
、
今
後
直
面
す

る
で
あ
ろ
う
「
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
」

が
も
た
ら
す
地
域
の
課
題
に
向
け
て
、
本

年
度
、
２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
て
運

動
に
邁
進
し
ま
す
。

１
．
交
流
人
口
の
拡
大

　

栗
山
町
に
は
、
人
を
集
め
る
力
を
持

つ
数
多
く
の
地
域
資
源
が
存
在
し
て
い

ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
・
風
景
・
街
並
み
・
食
文

化
・
音
楽
・
工
芸
・
美
術
、
そ
し
て
人
柄

や
風
習
な
ど
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
日
本
全

国
の
み
な
ら
ず
世
界
へ
と
発
信
で
き
る
魅

力
と
可
能
性
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
既
存
の
地
域
資
源
を
磨
き
上
げ
、

ま
た
は
今
ま
で
気
付
か
れ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
な
地
域
固
有
の
資
源
を
新
た
に
活
用

し
、
物
産
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観

光
へ
と
繋
げ
る
た
め
、
調
査
・
検
証
を
行

い
、
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。

２
．
広
域
連
携

　

栗
山
町
も
公
共
施
設
の
経
年
劣
化
や
老

朽
化
に
付
随
す
る
人
口
が
求
め
る
整
備
へ

の
投
資
と
配
分
は
、
人
口
減
少
に
伴
い
市

町
村
存
続
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
昨
今
で

は
、
単
体
と
し
て
挑
む
こ
と
は
困
難
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

　

近
い
将
来
に
は
我
々
青
年
会
議
所
の
活

動
す
る
栗
山
町
、
由
仁
町
、
長
沼
町
、
南

幌
町
な
ど
、
自
治
体
で
の
広
域
範
囲
の
中

で
、
社
会
的
機
能
を
シ
ェ
ア
す
る
必
要
性

が
大
き
く
問
わ
れ
る
時
代
が
や
っ
て
来
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
先
の
未
来
を
見
据
え
、
我
々
が
率

先
し
て
広
域
連
携
を
図
り
、
青
年
会
議
所

独
自
の
視
点
と
発
想
で
ま
ち
づ
く
り
を
推

し
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

　

昨
年
の
道
内
に
お
け
る
特
殊
詐
欺
被
害

額
は
、
約
９
億
円
と
過
去
最
悪
で
あ
っ
た

一
昨
年
に
比
べ
26
％
ほ
ど
減
少
し
、
５
年

ぶ
り
に
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
被
害
件
数
は
２
７
５
件
と
前

年
よ
り
16
件
増
え
、
中
で
も
高
齢
者
を

狙
っ
た
案
件
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
栗

山
警
察
署
管
内
で
も
先
日
、
詐
欺
事
件
が

発
生
し
て
お
り
（
詳
し
く
は
、
今
月
折
込

の
「
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）、
憂
慮
で
き
な
い
状
況
で
す
。

【
特
殊
詐
欺
と
は
】

　
不
特
定
多
数
の
人
に
、
電
話
な
ど
の
通

信
手
段
を
使
っ
て
、
対
面
し
な
い
で
金
品

を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
総
称
で
す
。

【
特
殊
詐
欺
の
種
類
】

●
振
り
込
め
詐
欺
（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・
架

空
請
求
詐
欺
・
融
資
保
証
金
詐
欺
・
還

付
金
詐
欺
）

●
金
融
商
品
な
ど
の
取
引
を
名
目
と
し
た

詐
欺

●
異
性
交
際
あ
っ
せ
ん
を
名
目
と
し
た

詐
欺

●
ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
法
な
ど
の
情
報
提
供

を
名
目
と
し
た
詐
欺

　

さ
ら
に
、
最
近
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
」
の
導
入
に
便
乗
し
た
詐
欺
が
増
え
て

い
ま
す
。
公
的
機
関
が
電
話
で
個
人
情
報

を
質
問
し
た
り
現
金
を
振
り
込
む
（
還
付

す
る
）指
示
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
の
こ
と
で
、

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
は
、

慌
て
ず
に
内
容
を
記
録
し
、
警
察
や
役
場

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
殊
詐
欺
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、「
危

機
意
識
」「
手
口
の
内
容
把
握
」「
声
か
け

（
連
絡
）」
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
日
頃
か

ら
意
識
し
て
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

炭
化
処
理
施
設
を
廃
止
し
た
以
降
、
家

庭
ご
み
の
分
別
方
法
や
そ
の
後
の
処
理
方

法
に
つ
い
て
多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た

だ
き
、
こ
れ
ま
で
広
報
な
ど
を
通
じ
て
お

知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て

現
在
の
ご
み
処
理
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
家
庭
ご
み
分
別
の
ル
ー
ル
変
更

は
、
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
に
よ
る
焼
却

方
法
の
概
要
が
決
ま
り
次
第
、
燃
や
せ
る

ご
み
お
よ
び
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
分
別
方

法
の
見
直
し
を
行
い
、
町
民
説
明
会
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
間
は
、
現
在
の
炭
に
で
き

る
ご
み
（
茶
色
）
と
炭
に
で
き
な
い
ご
み

（
緑
色
）
の
分
別
ル
ー
ル
に
従
い
、
ご
み

を
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510

ご
み
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

栗
山
町
の
ご
み
処
理
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
公
表
場
所
】

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
事
務
局

　

町
環
境
政
策
課

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
公
表
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
意
見

書
（
指
定
用
紙
）
に
記
入
し
、
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w.douou53kum

iai.jp/

①
公
表
場
所
に
あ
る
意
見
箱
に
投
函

②
郵
送

　

〒
０
６
６
‐
０
０
１
２

　

千
歳
市
美
々
７
５
８
‐
５
４

　

千
歳
市
環
境
セ
ン
タ
ー
内　

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合　

施
設
課

③
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
１
２
３
（
２
３
）
０
０
５
３

④
Ｅ
メ
ー
ル

　

info@
douou53kum

iai.jp

【
募
集
期
間
】

　

２
月
８
日
㈪
～
３
月
８
日
㈫

【
問
い
合
わ
せ
】

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
事
務
局

　

☎
０
１
２
３
（
２
３
）
０
０
５
３

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合

ご
み
処
理
広
域
化
基
本
計
画
（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

種類 施設 処理方法

生ごみ 堆肥化施設へ
栗
ク リ ピ ッ ト

肥土として町民へ還元
※広域による焼却がスタートする時点で「燃やせるごみ」

に区分変更します

炭にできるごみ

（茶色）

中間処理施設

で再分別

衣類～きれいなものは業者へ売却し、古着または工業用雑
巾として再生。汚れているものは固形燃料の原料として専
門業者に出荷

【平成 27 年度売却予定量】20 トン

布団・タオル類～固形燃料の原料として専門業者に出荷

木くず類～生木類は町内業者に搬出。粗大ごみなどの木製
品は解体後、町外業者でウッドチップとして再生

【平成 27 年度処理予定量】170 トン

資源物～紙類などの資源物のみを抜き取り、業者に売却。
種類ごとに再生利用

上記以外～町外へ搬出し焼却処理
【平成 27 年度処理予定量】800 トン

炭にできないごみ

（緑色）

中間処理施設

で再分別

硬質プラスチック類～固形燃料の原料として専門業者に
出荷

【平成 27 年度処理予定量】150 トン

上記以外～再分別後、焼却可能物は町外へ搬出し焼却処理。
それ以外のごみは破砕処理後、最終処分場で埋立処分

再分別され出荷を待つ硬質プラスチック類



　

急
な
病
気
や
け
が
で
迷
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
！

◆
主
な
機
能

○
救
急
医
療
相
談

　

看
護
師
が
聞
い
た
症
状
か
ら
応
急

　

手
当
の
助
言
や
１
１
９
番
へ
転
送

○
医
療
機
関
案
内

　

診
療
可
能
な
医
療
機
関
を
案
内

◆
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

　

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル　

＃
７
１
１
９　

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
は

　

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
の
電

　

話
番
号
は
こ
ち
ら

　

☎
０
１
１
（
２
７
２
）
７
１
１
９
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平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

表
１
の
と
お
り
全
体
で
22
％
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
27
年
12
月
末
現
在
で
の
受
診
率

は
昨
年
度
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
別
の
受
診
者
数
お
よ
び
受

診
率
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
農

村
部
の
受
診
率
が
高
く
、
市
街
地
が
低
い

と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
市
街
地
の
受
診
率
も
伸
び
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
北
海
道
や
全
国
と
比
較

す
る
と
、
ま
だ
ま
だ
低
い
と
い
う
現
状
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。（
表
２
）

　
　

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
に
必
要
な
検
査
で
す
。
主
に
血
液
検
査

（
血
糖
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
腎
臓
お
よ

び
肝
臓
の
働
き
）、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

身
体
計
測
、
腹
囲
測
定
を
行
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
結
果
か
ら
自
分
の
体
の
状

態
を
知
り
、
動
脈
硬
化
の
予
防
、
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
、慢
性
腎
疾
患
（
人
工
透
析
）

を
予
防
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
本
町
の
特
定
健
診
結
果

の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

男
女
と
も
に
、
肥
満
と
高
血
糖
の
傾
向

が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
肥
満
や
内
服
治
療

ま
で
の
必
要
は
な
い
高
血
糖
を
放
置
す
る

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
を
通
じ
て
、
多
く
の
認
知
症
の
状
態
に

あ
る
方
と
出
会
っ
て
き
ま
し
た
。
既
に
他

界
し
て
い
る
私
の
母
親
や
姑
も
認
知
症
で

し
た
。

　

当
時
、
母
親
が
私
を
見
て｢

誰
だ
か
分

か
ら
な
い｣

と
言
っ
た
時
の
寂
し
さ
は
今

も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
姑
は
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
、
一
人
で
散

歩
に
出
掛
け
て
迷
子
に
な
る
こ
と
を
繰
り

返
し
、
自
宅
の
浴
槽
で
溺
死
と
い
う
悲
し

い
最
期
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
、
い
つ
あ
な
た
の
大
切
な
人

が
発
症
す
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

　

２
０
０
４
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
国

際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
第
20
回
国
際

会
議
に
参
加
し
た
時
に
、
世
界
各
国
の
認

知
症
の
当
事
者
で
あ
る
方
々
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
認
知
症
と
い
う
と
周
囲
の
人
は
偏
見
に

よ
り
壁
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
心
を
失
っ
た
人
と
思
わ
れ
、
人
間

性
を
否
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
な

ぜ
、
私
た
ち
の
意
見
を
聞
こ
う
と
し
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
歪
ん
だ
固
定
観
念

の
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
る
と
、
人
の
内

側
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た

ち
の
能
力
を
信
じ
て
ほ
し
い
、
私
た
ち

の
価
値
を
認
め
て
ほ
し
い
の
で
す
。

●
病
気
に
な
っ
た
こ
と
は
本
当
に
悔
し
い

で
す
。
な
ぜ
？
と
い
う
気
持
ち
や
自
分

が
自
分
で
な
く
な
る
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
家
族
や
周
り
の
人
の
お
か
げ
で
い

い
方
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
も
の
忘
れ
が
あ
っ
て
も
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
き
ら
め
ず
に

生
き
て
い
け
る
よ
う
に
、
安
心
し
て
普

通
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
手
助
け
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
私
た
ち
の
困
難
さ
を
聴
い
て
ほ
し
い
で

す
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
一

緒
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
病
気
を
責
め

て
私
を
責
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
愛
し
尊
敬
し
て
く
だ
さ
い
。
許
可
し

て
い
な
い
の
に
勝
手
に
決
め
な
い
で
く

だ
さ
い
。
選
択
さ
せ
て
、
能
力
を
発
揮

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
今
、
こ
の
瞬
間
に

希
望
が
あ
る
の
だ
か
ら

　

私
は
頭
を
殴
ら
れ
る
よ
う
な
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
こ
ん
な
悔
し
さ
や
悲
し
さ
を

抱
え
な
が
ら
懸
命
に
生
き
て
い
る
の
に
、

私
は
そ
の
気
持
ち
に
一
度
で
も
心
か
ら
共

感
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
ど
こ

か
で
自
分
と
は
違
う
世
界
に
生
き
て
い
る

人
の
よ
う
に
感
じ
て
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ

う
か
、
同
じ
価
値
あ
る
人
間
同
士
と
し
て

接
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
、
気
持
ち
を
聴
こ

う
と
も
し
な
い
で
、
こ
ち
ら
が
善
か
れ
と

思
う
こ
と
を
押
し
付
け
て
い
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
、
と
自
問
自
答
し
ま
し
た
。

　

当
事
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
私

は
自
分
の
中
に
あ
っ
た
偏
見
に
気
付
か
さ

れ
、
そ
し
て
、
周
り
の
人
の
愛
と
理
解
が

あ
れ
ば
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
笑
顔
で
暮

ら
し
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
10
余
年
、
今
は
認
知
症
に
つ

い
て
当
時
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く

ら
い
情
報
が
あ
ふ
れ
、
勉
強
す
る
機
会
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
果
た
し

て
あ
の
時
の
当
事
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
す

べ
て
の
人
の
心
に
届
い
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

あ
の
時
、
母
の
気
持
ち
を
考
え
も
せ
ず

寂
し
さ
と
驚
き
か
ら
、｢

忘
れ
ち
ゃ
っ
た

の
⁉
あ
な
た
の
娘
よ
！｣

と
言
っ
て
し

ま
っ
た
私
…
。
母
の
悲
し
げ
な
表
情
を
心

に
刻
ん
で
、
い
つ
も
認
知
症
の
当
事
者
の

気
持
ち
を
中
心
に
考
え
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
当
事
者
の
気
持
ち
を
知
っ
て
く
だ
さ
い

大
切
な
の
は
考
え
、
伝
え
る
こ
と

認
知
症
当
事
者
と
の
出
会
い

認
知
症
当
事
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

認
知
症
介
護
指
導
者
・
認
知
症
ケ
ア
専
門
士

渡わ
た

部な
べ

百ゆ

り

こ
合
子

介
護
老
人
保
健
施
設　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

H ealt h     Health     H
ealth     Health     

H
ea

lth

！
【問い合わせ】　

　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番

特
定
健
診
受
診
者
が
増
え
て
い
ま
す
！

特定健診のススメ

地区名 対象者
数

受診者
数

平成 27 年度
受 診 率

平成 26 年度
受 診 率

増
減

松 風 444 人 81 人 18.2% 12.5% ↗
中 央 428 人 57 人 13.3% 7.3% ↗

錦 81 人 17 人 21.0% 20.8% ↗
桜 丘 141 人 31 人 22.0% 14.9% ↗
朝 日 286 人 46 人 16.1% 12.6% ↗
富 士 150 人 27 人 18.0% 18.1% ↘
中 里 194 人 39 人 20.1% 14.8% ↗
湯 地 114 人 28 人 24.6% 16.1% ↗

森 2 人 0 人 0.0% 0.0% →
鳩 山 32 人 12 人 37.5% 13.9% ↗
雨煙別 33 人 8 人 24.2% 18.2% ↗
緑 丘 28 人 6 人 21.4% 3.3% ↗
北学田 59 人 21 人 35.6% 34.4% ↗
桜 山 46 人 21 人 45.7% 31.1% ↗
杵 臼 79 人 31 人 39.2% 34.1% ↗
旭 台 58 人 18 人 31.0% 33.3% ↘
共 和 36 人 15 人 41.7% 26.2% ↗
三日月 29 人 10 人 34.5% 23.3% ↗
角 田 164 人 30 人 18.3% 15.5% ↗
阿野呂 41 人 20 人 48.8% 53.5% ↘
大井分 45 人 8 人 17.8% 7.3% ↗
南学田 85 人 31 人 36.5% 31.9% ↗
継 立 176 人 42 人 23.9% 20.2% ↗
日 出 37 人 8 人 21.6% 13.0% ↗
御 園 63 人 25 人 39.7% 26.5% ↗
南角田 72 人 17 人 23.6% 32.5% ↘
円 山 86 人 13 人 15.1% 16.3% ↘
東 山 12 人 2 人 16.7% 25.0% ↘
滝 下 24 人 6 人 25.0% 41.7% ↘
合 計 3,045 人 670 人 22.0% 16.9% ↗

表 1　平成 27 年度　地区別特定健診受診状況
（平成 27 年 12 月末現在）

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度
受診率 順位 受診率 順位 受診率 順位

栗山町 23.7% 137 位 21.0% 151 位 22.2% ー
北海道 24.0% ー 20.9% ー 26.5% ー

国 32.8% ー 33.7% ー 35.0% ー

表 2　国・北海道・栗山町の特定健診受診状況
※北海道国保連集計資料および国保データベースシステムより

（順位は全道 179 市町村の順位）

と
、
動
脈
硬
化
が
進
み
、
心
筋
梗
塞
を
発

症
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
「
最
近
ズ
ボ
ン
が
き
つ
く
な
っ
た
」「
こ

こ
何
年
か
検
査
を
受
け
て
い
な
い
」
と
い

う
方
は
、
早
め
に
特
定
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
は
３

月
末
ま
で
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

特
定
健
診
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
と
は

北
海
道
や
全
国
と
比
較
し
て

　

所
見
あ
り
の
割
合
が
高
い
項
目

【
男
性
】

　
肥
満
・
高
血
糖
・
高
尿
酸

【
女
性
】

　
肥
満
・
高
血
糖
・
腎
臓
の
働
き
の

　
低
下

【
献
血
の
お
知
ら
せ
】

◆
日
程　

２
月
26
日
㈮

◆
場
所
・
時
間

○
御
園
公
民
館

　

午
前
10
時
～
11
時

○
栗
山
町
役
場

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
さ
っ
ぽ
ろ

　

24
時
間
３
６
５
日
対
応
し
ま
す



北海道日本ハムファイターズの栗山英樹監督が 12
月 24 日、栗山めぐみ幼稚園で絵本の読み聞かせ会を
開きました。選手会を中心に作成したオリジナル絵本
「もりのやきゅうちーむ�ふぁいたーず」を手に、栗山
監督が読み聞かせに初挑戦。集まった園児 83 人は身
振り手振りを交えた楽しい読み聞かせに夢中。絵本の
世界に引き込まれていました。その後、園児たちはお
礼にと歌やヨサコイを披露。ジャンケンゲームや給食
の会食も行われました。

み聞かせに初挑戦
栗山監督めぐみ幼稚園を訪問読

球アジア大会で準優勝
栗山中学校の西村君野

栗山中学校 3年生の西村魁
か い と

十君（15 歳）が、台湾
で開催された「第 4回�IARBA�軟式野球 Under15�アジ
ア選手権大会」で、軟式野球北海道選抜チームの一員
として準優勝し、12月 25日に椿原紀昭町長に結果の
報告に訪れました。西村君は予選リーグと決勝リーグ
の全 6試合に出場。主に 1番打者として準優勝に貢献
しました。西村君は「チーム全員で最後まで試合がで
きて自分の力は出し切りました。高校でも野球を続け、
甲子園を目指したいです」と力強く語りました。

危険業務従事者叙勲で元消防署長の福永隆治さんが
瑞宝単光章（消防功労）を受章し 12 月 25 日、役場
で伝達式が行われました。福永さんは昭和 43 年に消
防士となり、以来平成 21 年まで 40 年の長きにわた
り消防業務に従事。本町の消防行政推進に尽力されま
した。椿原紀昭町長から勲記と勲章が手渡され、福永
さんは「感慨無量。支えてくれた仲間や家族のおかげ
です」と話していました。�

険業務従事者叙勲
元消防署長の福永さん受章危

北海道日本ハムファイターズの栗山英樹監督が 1月
13 日、栗山署の 1日警察署長に委嘱され、町民に交
通安全をＰＲしました。土屋仁署長から委嘱状を受け
取った栗山監督はマックスバリュ栗山店で啓発活動を
実施。道警のマスコットキャラクター「ほくとくん」
と一緒にクリアファイルやパンフレットなどの啓発
グッズを配布しました。栗山監督は「交通安全に十分
に気を付けてください」と注意を呼び掛け、訪れた客
らは突然の出会いに大喜びしていました。

民に交通安全をPR
栗山監督が1日警察署長に町

�平成 28 年の交通安全祈願式が 1月 12 日、栗山天
満宮で行われ、拝殿内で関係者ら約 40 人が交通死亡
事故のない 1年に向けての誓いを新たにしました。神
事に続き、椿原紀昭町長が「本町も昨年まで 3年続け
て交通死亡事故が発生しています。このような痛まし
い事故を少しでも減らすため、その先頭に立って交通
安全施策を進めますのでご協力をお願いします」とあ
いさつ。祈願式終了後、市街地交差点などで交通安全
指導員による年初め街頭指導が行われました。

通事故のない1年を願って
安全祈願式交

栗山の郷土芸能「角田獅子舞保存会」による「かが
り火舞」が、元日の午前 0時すぎに角田神社で行われ
ました。穏やかな夜空とかがり火により、境内は幻想
的な雰囲気に。2頭の獅子の五穀豊穣、家内安全を願
う力強い舞に、見守る多くの初詣客たちから盛んな拍
手が送られました。継立から家族で訪れた飯尾紗

す ず あ

亜さ
ん（7歳）は「獅子舞も見られて、おみくじも大吉。
いいことがたくさんありそう」と笑顔で話していまし
た。

穀豊穣、家内安全を願う
角田獅子舞かがり火舞五

札を取り合う真剣勝負
全町子どもかるた大会木
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受験生の必勝を祈る「合格祈願祭」が元日、初詣客
で賑わう栗山天満宮で行われ、受験を控える 35 人が
参加しました。神殿に玉串を捧げ、学問の神様といわ
れる菅原道真公ゆかりの「梅茶」で体を温めました。
その後、特別に用意された絵馬や栗山町で栽培された
栗で作った「くりやま勝ち栗」などが手渡され、志望
校合格の願いなどを絵馬に書き込み、願いを込めて奉
納しました。

問の神様に願いを込めて
合格祈願祭学

栗山町青少年育成会主催の全町子どもかるた大会が
1月16日、角田農村環境改善センターで行われました。
今年は、小学生 5チームと中学生 2チームが参加しま
した。開会式では選手代表の古田姫花さんが「1枚で
も多く木札を取って、最後まで楽しみながら戦います」
と宣誓。選手たちは、読み手の声に耳を澄ませて木札
を取り合いました。また、小・中学生の上位 2チーム
は、1月 30 日に栗山町で開催された北海道子どもか
るた大会空知地区予選会に出場しました。

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索



　次代を担う中学生・高校生を海外に派
遣し、豊かな感性や創造力豊かな青少年
を育成する少年ジェット「希望の翼」。今
年も1月6日から14日までの9日間、オー
ストラリアのパースで行われました。
　今回派遣されたのは、中学 2年生から
高校 3年生の 8人。研修テーマである「挑
戦」を一人ひとりが実践できるように昨
年 10 月から 6 回、事前研修を実施。現
地では 4泊 5日のホームステイを中心に、
さまざまなことに「挑戦」して感性を磨
いてきました。
　派遣された生徒たちにとって、異国の
文化や歴史に触れ、日本ではできない経
験をしたことは、大きな財産となったこ
とでしょう。

青少年海外派遣事業

　英語が苦手な私は不安でいっぱ
いでした。自分の意思をうまく言葉
にできないことはとてももどかしく
感じましたが、身振り手振り全身全
力でコミュニケーションをとりまし
た。間違っていても話していくうち
に不安から楽しさに変わっていき、
英語が好きになれたことが今回の
一番の成果だと思います。

　私は「食文化と英語を学ぶ」こと
をテーマにしました。後悔しないよ
うに、初日から積極的に英語で話
しかけ、コミュニケーションをとり、
カンガルー肉、ベジマイト（塩辛く
茶色のペースト状の食品）にもトラ
イしました。ホームステイではジェ
スチャーなどでつないだ文でも伝え
ようとする心が大事だと思いました。

栗山中学校（３年）　田畑 萌
も え

栗山中学校（２年）　林 勇
ゆうすけ

佑

　初めての海外でとても不安でし
た。しかし、実際のオーストラリア
の人はフレンドリーで接しやすく、
ホストファミリーにも親切にしても
らいました。スポーツや食べ物など
文化の違いを英語でのコミュニケー
ションを通じて学ぶことができたこ
とと、海外で友達をつくるという目
標が達成できてうれしかったです。

岩見沢農業高校（２年）　岩﨑 利
り ね

音

　今回、私は積極性と仲間との
協力が大切だと感じました。普段
と違う生活、言葉にとても不安で
した。しかし、ホストファミリー
が笑顔で積極的に話し掛けてく
れるうちに不安は消え、自分も笑
顔になっていました。メンバーと
もお互いに助け合い、絆も深まり、
良い勉強、経験になりました。

岩見沢農業高校（２年）　大西 温
のどか

　今回の研修で海外の人と初めて
衣食住を共にしました。最初はホ
ストファミリーとしっかり生活がで
きるのか不安でしたが、僕が困っ
ていると声をかけてくれました。僕
自身も積極的に話し掛け、ホスト
ファミリーとの絆を深め、片言でも
会話をすることの大切を実感しま
した。

栗山高校（２年）　井上 大
だいすけ

輔

岩見沢農業高校（３年）　古田 桜
さ く ら

花 岩見沢東高校（２年）　奥田 太
た い ち

一

　私がオーストラリアで一番感じた
ことは笑顔の大切さです。オース
トラリアの人は日本やアジアとは違
い常に陽気で笑顔。たとえ言葉の
壁があっても笑顔があれば楽しい
ときを共に過ごすことができるの
だと学びました。私はよく無愛想
と言われるので、もっと笑って日々
を過ごさなければと思いました。

　この研修で、私は人との関わり
方を学びました。日本語が伝わら
ないという不安はありましたがホス
トファミリーが簡単な英語を使い、
たくさんの話題を提供してくれたの
で、間違っていても自分の力で話そ
うという気持ちが芽生えました。そ
して、みんなが笑顔で話しており笑
顔が一番大切だと学びました。

　この長い研修はとても楽しく、
あっという間に全ての日程が終了し
てしまいました。ホストファミリー
とたくさん話をしていると、時間は
過ぎて行ってしまい今回あらためて
「時間の大切さ」を実感することが
できました。これからは家族、友
達と触れ合う時間をより一層大切に
していきたいと思います。

栗山中学校（３年）　五十嵐 らら

期日 スケジュール

1 月   6 日㈬ 出発式→新千歳空港発→バンコク着

1 月   7 日㈭ パース着→パース市内見学
（キングスパーク、フリーマントルなど）

1 月   8 日㈮ 現地での英会話学習
ホームステイ開始

1 月   9 日㈯ ロットネスト島見学

1 月 10 日㈰ ホストファミリーとの交流

1 月 11 日㈪ 英会話研修
（動物園、ドルフィンクルーズなど）

1 月 12 日㈫ ホームステイ終了
パース市内自主研修

1 月 13 日㈬ パース発→バンコク着

1 月 14 日㈭ 新千歳空港着→解散式

みんなで 「挑戦」 して
たくましくなりました！

派遣団員の感想
ホストファミリーとのフォトグラフ

本場の英会話をマスターしました

英会話で買い物にチャレンジ

ロットネスト島でサイクリング
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子
育
て
の
強
い
味
方

　
こ
れ
ま
で
子
育
て
応
援
事
業
と
し
て

「
子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
」を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
来
年
度
よ
り「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
へ
と
、
サ
ー
ビ

ス
移
行
し
ま
す
。

　「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」

と
は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人

（
提
供
会
員
）と
、
子
育
て
を
お
手
伝
い
し

て
ほ
し
い
人（
依
頼
会
員
）と
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
仲
介
し
、
地
域
の
中
で
子
育
て
を

支
援
す
る
事
業
で
す
。

　
新
制
度
で
は
自
宅
以
外
で
の
サ
ー
ビ
ス

実
施
も
可
能
に
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
時

間
も
広
が
り
ま
す
。

　「
買
い
物
の
間
、
預
か
っ
て
ほ
し
い
」

「
保
育
園
の
お
迎
え
を
頼
み
た
い
」
な
ど

ち
ょ
っ
と
手
を
借
り
た
い
と
き
に
、
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
利
用
に
は
事
前

の
会
員
登
録
お
よ
び
利
用
希
望
日
時
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
）

ファミリー・サポート・センター
（平成 28 年 4 月から）

子育てヘルパー派遣
（平成 28 年 3 月で終了）

対　象 0 才から小学 6 年生 妊婦・0 才～就学前

料　金
30 分 300 円（最低利用時間１時間）
休日は 350 円　
※利用制限なし。交通費は別途実費

1 時間 400 円（4 時間まで）
4 時間超えると 1 時間 2,000 円
※週 3 日まで利用可

時　間 7:00 ～ 21:00（年中無休） 8:00 ～ 18:00（土・日・祝日も可）

無料券
4 月以降の登録者に配布（5 時間分）
配布から 1 年間有効

母子手帳交付時配布（6 時間分）
満 1 歳の誕生日まで有効

サービス提供者 一定時間研修を受けた子育て支援に意欲のある提供会員 有資格者

 預かり場所 自宅以外でも預かり可能 依頼会員の自宅

 サービス内容

○育児支援（授乳・子守り・外出の補助）
○保育施設などの送迎
○保育施設の時間外の預かり
○学校の放課後の預かり
○保護者の病気・残業・冠婚葬祭など急用時の預かり

○育児支援
（沐浴・授乳・子守り・外出の補助）

○家事支援（掃除・洗濯・買い物）

その他 おやつ・食事代・おむつ代などは実費 食事やおむつ代などは実費

【新旧事業の比較】

※現在配布している「子育てヘルパー無料券」は平成 28 年 4 月以降使用できません。
　無料券をお持ちの方は、平成 28 年 3 月 31 日までにご使用ください。
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ま ち の ひ ろ ば

毛染めによる
アレルギーにご注意！

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

栗山産のクリを使用！
「栗山町の渋皮煮」
試験販売
　町名の由来ともなっている『栗』
の地域ブランド化を目指し、町内で
試験栽培されている栗を使用した加
工商品「栗山町の渋皮煮」を数量限
定で販売します。町内販売は今回で
2 回目。この機会にぜひ、ご賞味く
ださい。
期間／ 2 月 5 日㈮～ 6 日㈯

春待ちゆっくり市
　豪華景品盛りだくさんのビンゴ大
会をはじめ、楽しいイベントを企画
しています。ご家族お揃いで遊びに
来てください。
日時／ 2 月 26 日㈮　18：00 ～

大好評！手打ちそば
※限定30食

日時／毎週金曜日　11：00 ～
　　
　

【ホール・会議室ご利用のご案内】　
　サークルや団体の催し、商品の展
示会などでのご利用をお待ちしてい
ます。まずはご相談ください！ 

【国民生活センター相談事例】
　同じ染毛剤を使ってすでに 2 回毛染め
をしている。自宅で 3 度目に使用したと
ころ、目が開かないほど顔面が腫れ、1 週
間仕事を休んだ。メーカーに相談すると、
セルフテストをしたのかと聞かれたが、
説明書の字が小さくて内容を判断できなかった。（60 代男性）

・酸化染毛剤（ヘアカラー、ヘアダイ、おしゃれ染め、白髪染
めなどと呼ばれるもの）は、その主成分でアレルギー性の皮
膚炎を起こしやすいことが知られています。
・使用する際にはセルフテストを行うことが大切です。
・異常に感じた場合は、すぐに使用をやめ医療機関を受診しま
しょう。
不安に思った場合は南空知消費生活相談室にご相談ください。

■アドバイス

☎ 72-3581

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

消費生活
相談室です

消費生活
相談室

栗山公園
だよりVol.95

栗山公園
だより

まちの駅
イベント
まちの駅
イベント2月

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515・Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

変わります！子育て応援事業

事業移行により、来年度から町が実施する子育て応援
事業が変わります。

◇事業移行に関する問い合わせ　
　町保健福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222
◇会員登録に関する問い合わせ
　株式会社 志援　☎ 73-5777

ヤギ と
 ヒツジ
　  の違い

知ってる
？

ヤギ ヒツジ
角 少し曲がって後ろ向き ぐるぐる渦巻き

しっぽ 短くて上向き 長くて下向き

あごひげ 生えてます！ 生えてません！

性格 好奇心旺盛 温厚でおとなしい

食べ物 草はもちろん、葉っぱや
木の芽も大好き

草だけ（他の食べ物は消
化できません）

モモ（♀）　リク（♂）　サク（♂）
栗山公園のヤギです。春に会おうね！

子育てヘルパー派遣事業が

ファミリー・サポート・センター事業に！
子育てヘルパー派遣事業が

ファミリー・サポート・センター事業に！
子育てヘルパー派遣事業が

ファミリー・サポート・センター事業に！



く
ら
し

講
　
習

試
　
験

催
　
し

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

2
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
February

21 広報くりやま   2016. 2 202016. 2　広報くりやま   

催
し

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
受
験
資
格

　

乙
種
お
よ
び
丙
種
に
つ
い
て
制
限
な
し

◆
試
験
日　

3
月
27
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

　
札
幌
市

　

甲
種
、
乙
種
（
第
4
類
）、
丙
種

◆
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

2
月
22
日
㈪
～
29
日
㈪

　

電
子
申
請　

2
月
19
日
㈮
～
26
日
㈮

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
0
1
5
0

「
ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ

ン
島
」
参
加
者
募
集

　
　

沖
縄
に
近
い
南
の
島
「
ヨ
ロ
ン
島
」

で
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の
共

同
生
活
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
外
活
動
を

通
じ
て
友
情
を
深
め
ま
せ
ん
か
。ま
た
、

在
日
外
国
人
小
学
生
と
活
動
を
と
も
に

す
る
こ
と
で
、
国
際
感
覚
が
身
に
付
き

ま
す
。

◆
期
　
　
間

　

３
月
26
日
㈯
～
4
月
1
日
㈮

◆
場
　
　
所

　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

◆
内
　
　
容

　

イ
カ
ダ
体
験
、
海
遊
び
、
ハ
ー
レ
ー
船

大
会
、ヨ
ロ
ン
島
リ
ア
ル
人
生
ゲ
ー
ム
、

さ
と
う
き
び
し
ぼ
り
な
ど

◆
対
　
　
象
　
　

　

小
学
2
年
生
～
6
年
生

◆
参
加
費

　

１
６
８
０
０
０
円
（
新
千
歳
空
港
発
）

◆
申
込
締
切

　

3
月
4
日
㈮
ま
で

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

く
ら
し

通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
が
新
し

く
な
り
ま
す

　

平
成
28
年
2
月
よ
り
、
１
１
９
番

通
報
に
よ
る
通
報
者
の
発
信
位
置
を

文
字
と
地
図
で
表
示
す
る
「
統
合
型
位

置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
運

用
を
開
始
し
ま
す
。

◆
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
効
果

　
　

通
報
が
入
電
し
た
時
点
で
電
話
発
信

位
置
情
報
の
取
得
を
始
め
ま
す
。
そ

の
た
め
、
通
報
者
が
地
理
に
詳
し
く

な
く
て
も
、
周
辺
の
情
報
を
確
認
し

出
動
場
所
を
特
定
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
通
報
時
、
必
要
な
情
報
を

お
聴
き
し
ま
す
が
、
出
動
場
所
が
特

定
で
き
た
時
点
で
災
害
に
応
じ
た
緊

急
車
両
が
出
動
し
ま
す
の
で
落
ち
着

い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
情
報
を
取
得
す
る
前
に
通

報
を
切
断
さ
れ
ま
す
と
、
災
害
場
所

が
特
定
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
自
身
の
判
断
で
通
報
を
切
断
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
方
が
過

去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場

合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
な
ど
の
支
給

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

☎
０
１
１（
７
０
９
）２
３
１
１

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

◆
日
　
　
程

　

3
月
8
日
㈫
～
9
日
㈬

◆
場
　
　
所

　

札
幌
市
北
農
健
保
会
館

　
（
札
幌
市
中
央
区
北
4
条
西
７
丁
目
）

◆
科

目

･
危
険
物
に
関
す
る
法
令

･
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

･
危
険
物
の
性
質
な
ら
び
に
そ
の
火
災
予

防
お
よ
び
消
火
の
方
法

･
練
習
問
題

◆
受
付
期
間

講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
（
予
定
人
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　
　

町
で
は
住
宅
用
に
使
用
す
る
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
費
用
に
対
し
て
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

補
助
金
申
請
を
お
忘
れ
の
方
は
、
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
環
境
政
策
課
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
１

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・

救
済
に
つ
い
て

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保
険
給
付

や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
石
綿
を
吸
っ
て

か
ら
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る
こ
と

が
大
き
な
特
徴
で
す
。

【問い合わせ】　くりやまウィンターフェスティバル実行委員会 　 ☎ 72-1278

第 13 回くりやまウィンターフェスティバル

　毎月の検針の際、「水道・下水道ご使用のお知
らせ」をポストなどに投函しています。
　「水道・下水道ご使用のお知らせ」には使用水
量、使用料金の他に、メモ欄には使用水量の増大、
減少、漏水の疑いがある場合、町からのお知ら
せなどが記載されます。
　毎月の使用水量を確認することで節水や漏水
の早期発見にもつながります。
　「水道・下水道ご使用のお知らせ」は毎月必ず
確認しましょう。

下水道手数料が必要です
　栗山町下水道条例の一部改正により、平成 28
年 4 月 1 日から、下記の手数料が新たに必要と
なります。
＜町民の方＞

『排水設備新設等審査手数料』
　便所、台所、浴室などの生活排水を下水道に
接続するために必要な排水設備を設置するには、
手数料がかかります。新設、増設、改造に係る
審査および工事検査手数料を排水設備工事業者
を通じて納入していただきます。
※ 1 件につき 2,000 円

＜業者の方＞
『排水設備工事業者指定手数料』

　町内の排水設備工事は、町が指定する業者で
なければできません。指定を受けるための手続
きには手数料がかかります。
※ 1 件につき 10,000 円

みんなの

水 道

■問い合わせ

町建設水道課上下水道グループ   ☎ 73-7514

確認していますか？

水道・下水道のお知らせ

北方領土の日
北方四島の返還
早期の実現を

【問い合わせ】町総務課総務グループ   ☎ 72-1111

２月７日は

2 月 20 日㈯まで役場旧庁舎
ロビーに署名コーナーを設
置します。

ちびっこ広場
と　き：2 月 6 日㈯　10：00 ～ 13：00
ところ：商店街イベント広場
楽しいイベント盛りだくさん！
寒さもへっちゃら！みんな集まれ！

雪のすべり台
無料開放！

クリレンジャー
ショー＆撮影会
※カメラを持参

してください

宝さがしゲーム
もあるよ！

試
験

講
習



町税納期限 納税は便利な口座振替を
ご利用ください

消防署からお知らせ

ＦＡＸ・Ｅメールで  119 番 通報

く
ら
し

講
　
習

試
　
験

催
　
し

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

2
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
February

23 広報くりやま   2016. 2 222016. 2　広報くりやま   

4/1 ～ 1/15 までの総数
11,751 件

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

132,629,079 円
平成 27 年度  ふるさと応援寄附

納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ

全てコンビニで
納付ができます

介 護 保 険 料　　　　　⑧期

後期高齢者医療保険料　　　⑧期

国 民 健 康 保 険 税　　　　　⑧期 }2 月 29 日（月）

無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

2
月
19
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

無
料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

申
告
・
納
税
相
談
（
個
人
事
業
）

平
成
27
年
分
の
決
算
お
よ
び
申
告
書

（
消
費
税
含
む
）の
計
算
や
記
載
方
法
に

つ
い
て
個
別
に
応
じ
ま
す
。

◆
期

間

２
月
1
日
㈪
～
3
月
31
日
㈭
（
土
・
日
・

祝
祭
日
を
除
く
）

◆
時

間

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
3
月
15
日
㈫
お
よ
び
3
月
31
日
㈭

は
正
午
ま
で

◆
場

所　
　
　

栗
山
商
工
会
議
所

◆
納
付
期
限

・
申
告
所
得
税　
　

３
月
15
日
㈫

・
消

費

税　
　

3
月
31
日
㈭

◆
振
替
納
付

・
申
告
所
得
税　
　

４
月
20
日
㈬

・
消

費

税　
　

４
月
25
日
㈪

◆
延
納
期
限

・
申
告
所
得
税　
　

5
月
31
日
㈫

※
振
替
納
税
利
用
者
も
同
日

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所　

☎
�
１
２
７
８

心
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

　

2
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

相
談

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　
氏　

 

名　

    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

大
沼
夕ゆ

ぜ繕�

12/9

村
上
幸こ

う
た
ろ
う

多
朗�

12/19

山
本
　

楓
か
え
で�

12/26

渋
谷
俊し

ゅ
ん
す
け輔�

12/27

下
屋
敷
美み

ゆ結�

1/7

お
め
で
た湯

地

中

里

湯

地

桜
丘
３

松
風
２

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　  

氏　

名　

   

齢   

月 

日                      

世
帯
主     

住  

所

金
山
友
吉�

96�

12/18�

友

一

佐
藤
敏
子�

82�

12/18�

清

光

鳥
庭
百
合
子�

94�

12/19�

本

人

山
田
　

茂�

86�

12/19�

本

人

田
中
英
子�

90�

12/22�

本

人

安
居
貞
子�

90�

12/23�

本

人

敦
賀
ト
ヱ�

93�

12/23�

本

人

紙
屋
弘
子�

83�

12/26�

洋

新
田
和
久�

86�

12/27�

本

人

橋
場
久
雄�

87�

12/30�

章

彦

立
野
滿
男�

82�

1/6�

本

人

石
塚
千
代
子�

58�

1/7�

勝

弘

水
上
ヨ
シ
子�

93�

1/8�

信

吾

藤
原
東
峰�

76�

1/11�

本

人

お
く
や
み共

和

日

出

角

田

角

田

共

和

松
風
３

継

立

中
央
３

松
風
３

朝
日
４

松
風
３

朝
日
４

北
学
田

桜
丘
２

ご
厚
意

有

矢

幸

子

信

幸

麻

衣

謙
一
郎

千

尋

俊

昭

舞

子

和

伸

千

尋

国 民 年 金
退職（失業）による

特例免除制度
　厚生年金に加入していた方が退職（失業）さ

れると、役場で国民年金の加入手続きを行い、

月額 15,590 円（平成 27 年度の金額）の保険料

を納めることになります。

　ただし、保険料を納めることが経済的に困

難な方には、申請によって保険料の納付を免

除される制度があります。

　通常、保険料が免除されるためには、申請

者本人・配偶者・世帯主の方がそれぞれ所得

基準の範囲内である必要がありますが、特例

免除では、審査の対象となる退職をされた方

の所得を除外して審査を行います。特例免除

制度は、退職（失業）した年度と翌年度に限り

利用することができます。

　特例免除を申請される場合は、雇用保険受
給資格者証や雇用保険被保険者離職票などの
公的機関の証明書の写しを添付して、町住民

生活課住民・国保グループで手続きを行って

ください。

【問い合わせ】

町住民生活課住民・国保グループ  ☎ 73-7509

　
泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
く
す
り
の
え
び
な

（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

◇
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株

式
会
社

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
三
浦　

英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
青
年
部

◇
ケ
ー
ナ
の
会

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　
　

前
日
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
2

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
八
田
和
彦
さ
ん（
杵
臼
）

◇
栗
山
地
区
連
合
会（
古
山
季
紀
会
長
）

　
く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
尾
江
弘
二
さ
ん（
杵
臼
）

◇
山
田
幸
子
さ
ん（
角
田
）

【問い合わせ】　南空知消防組合消防署 生活安全課通信係　☎ 72-0150　

　2 月より、町内にお住まいの聴覚や発語などに障
がいのある方が火事や急病などの際に 119 番通報が
できるよう、FAX や E メールによる 119 番通報を受
け付けします。（詳しくはお問い合わせください）

ＦＡＸ 119
FAX 番号は局番なしの
119 番です。専用の送
信票を消防署で受けと
るか、町ホームページ
でダウンロード。

メール 119
メール通報は事前に申
し込みが必要です。申
込書は消防署で受けと
るか、町ホームページ
でダウンロード。

御大師山の写真
募集を強化中！
栗山町内の景観写真を大募集
◇グランプリには 2 万円相当

　の町特産品を贈呈

◇こども賞もあります

◇詳しくは町ホームページへ【応募期間】平成 28 年 4 月 30 日㈯まで　　【問い合わせ】町建設水道課 ☎ 73-7513

第 2回くりやま景観フォトコン

とっておきの景色、募集。



　

町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
毎
年
、
学

力
や
学
習
状
況
、
体
力
・
運
動
能
力
、
運

動
習
慣
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
児
童
生

徒
の
学
力
や
体
力
の
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

今
号
で
は
、
調
査
結
果
の
概
要
を
報
告

し
、
今
後
の
児
童
生
徒
の
健
や
か
な
成
長

に
役
立
て
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
小
学
校
６
年
生
お
よ
び
中
学

校
３
年
生
を
対
象
に
、
国
語
Ａ
、
国
語
Ｂ
、

算
数
Ａ
、
算
数
Ｂ
、
理
科
の
学
力
と
学
習

状
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
。（
Ａ
は
知
識
、

Ｂ
は
活
用
に
関
す
る
問
題
で
す
）

「                     」

健やかに育つ栗っ子たち！

平成 27年度教育委員会統計調査報告
【問い合わせ】町教育委員会学校教育グループ　☎ 72-1117

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

【図１】小学生の学力テスト結果

【図３】中学生の学力テスト結果

【図２】小学生学校生活状況調査結果

　　

次
に
、
小
学
生
の
学
習
状
況
（
図
２
）

で
す
が
、「
学
校
以
外
で
ど
の
く
ら
い
勉

強
し
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
で
は
、
本
町

の
児
童
の
勉
強
時
間
は
、
全
道
や
全
国
の

児
童
に
比
べ
少
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

反
面
、「
普
段
、
ど
の
く
ら
い
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー

ム
を
し
ま
す
か
」
の
質
問
で
は
、
全
道
や

全
国
の
児
童
に
比
べ
長
い
と
い
う
結
果
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
の
授
業
の
予
習
や
復
習
を
必
ず
行

う
と
い
う
学
習
習
慣
の
育
成
な
ど
、
計
画

的
な
時
間
の
過
ご
し
方
を
身
に
付
け
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、「
授
業
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
」
と
い
う
質
問

で
は
、「
先
生
に
聞
く
」
と
回
答
し
た
児

童
が
６
割
を
超
え
、
全
道
や
全
国
の
傾
向

と
大
き
な
違
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
学
校
で
は
、
授

業
の
初
め
に
ね
ら
い
を
示
し
、
授
業
の
終

わ
り
に
学
習
内
容
を
振
り
返
る
な
ど
、
授

業
の
進
め
方
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
学
校
に
行
く
の
は
楽
し
い
で

す
か
」
と
い
う
質
問
で
は
、「
楽
し
い
」

と
回
答
し
た
児
童
は
、
全
道
や
全
国
に
比

べ
少
な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

小
学
生
の
学
力
が
全
国
平
均
を
下
回
る

学
力
の
向
上
が
課
題
に
!!

生
活
習
慣
と
授
業
の
改
善
が
課
題

子
ど
も
た
ち
の
抱
え
る
課
題
と
は
？

　　

小
学
生
の
学
力
は
、
全
国
の
平
均
正
答

率
を
下
回
り
、
確
か
な
学
力
の
向
上
が
重

要
な
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

結
果
（
図
１
）
を
見
る
と
、
理
科
（
物

質
、エ
ネ
ル
ギ
ー
）や
算
数
Ｂ（
数
量
関
係
）

は
、
全
国
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
国
語

の「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」、

算
数
の
「
量
と
測
定
」「
数
と
計
算
」「
図

形
」
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質問４．学校に行くのは楽しいですか

質問１．学校以外でどのくらい勉強しますか 質問２. 普段どのくらいＴＶゲームをしますか

質問３．授業でわからないことが
　　　　　　　　　　　　あったらどうしますか

　　

中
学
生
の
学
力
は
、
ほ
ぼ
全
国
の
平
均

正
答
率
と
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
全

体
的
に
確
実
な
学
力
を
身
に
付
け
つ
つ
あ

る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

結
果
（
図
３
）
を
見
る
と
、
理
科
で
は

全
領
域
、
数
学
Ａ
と
数
学
Ｂ
で
は
図
形
や

関
数
が
全
国
の
状
況
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
国
語
Ｂ
の
「
話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」、

数
学
Ａ
の「
資
料
の
活
用
」、数
学
Ｂ
の「
数

と
式
」
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
の
調
査
結
果
と
同
様
に
中
学
校

で
も
、
国
語
の
「
書
く
こ
と
」
が
共
通
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、「
ノ
ー

ト
指
導
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
学
力
が
全
国
平
均
と
並
ぶ

「
書
く
こ
と
」
の
指
導
に
力
を
！
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の
児
童
生
徒
は
、「
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
視
聴
時

間
」
や
「
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
」
が
長
い

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
中
学
校
女
子

に
少
し
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、「
平
日
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）
な
ど
の
使
用
時
間
」
を
併
せ

て
見
る
と
、
こ
れ
ら
に
費
や
す
時
間
が
依

然
長
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、「
家
族

の
勧
め
」
や
「
家
族
と
一
緒
に
運
動
す
る

機
会
」
に
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
小
・
中

学
校
と
も
に
男
子
は
、「
家
族
か
ら
の
積

極
的
な
運
動
の
勧
め
」
や
「
家
族
と
運
動

す
る
頻
度
」が
多
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
比
較
的
高
い
男
子
の
体
力
・

運
動
能
力
の
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
昨
年
の
調
査
で
は
、

「
中
学
校
女
子
の
運
動
離
れ
」
の
顕
著
な

傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
裏
付

け
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
本
町
の
小
・
中

学
校
で
は
、
児
童
生
徒
の
規
則
正
し
い
生

活
習
慣
を
培
う
た
め
に
家
庭
と
連
携
協
力

し
て
、「
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
」
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
体

　

体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
調
査
は
、

小
学
校
５
年
生
と
中
学
校
２
年
生
を
対
象

と
し
て
、
体
力
テ
ス
ト
（
８
種
目
）
と
意

識
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
運
動
習
慣
な
ど
の
結
果
を

図
５
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、「
運

動
は
好
き
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
中
学

校
男
子
が
全
国
の
平
均
を
超
え
て
い
ま
す

が
、
小
学
校
男
女
と
中
学
校
女
子
は
全
国

の
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。「
運
動
部

（
少
年
団
）
に
所
属
」
す
る
割
合
は
、
小
・

中
学
校
と
も
に
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
三
原
則
と
い
わ
れ
る
運
動
、
食

事
、
睡
眠
に
関
す
る
調
査
で
は
、「
決
ま
っ

た
時
間
に
夕
食
を
食
べ
る
」
や
「
決
ま
っ

た
時
間
に
寝
る
」
な
ど
の
項
目
で
、
小
学

校
男
子
の
健
康
的
な
状
況
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
が
、
一
方
、
小
学
校
女
子
と
中
学
校

男
女
の
生
活
状
況
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
調
査
で
本
町

　
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、

　
運
動
習
慣
等
調
査

【図５】運動習慣調査結果 　

学
習
状
況
（
図
４
）
を
見
る
と
、「
学

校
以
外
で
ど
の
く
ら
い
勉
強
し
ま
す
か
」

と
い
う
質
問
で
は
、
小
学
生
と
同
様
に
全

国
の
生
徒
の
勉
強
時
間
に
比
べ
少
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、「
普
段
、
ど
の
く
ら

い
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
か
」
の
質
問
で

は
、
全
道
の
中
学
生
よ
り
少
な
く
、
全
国

の
中
学
生
と
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

他
の
調
査
項
目
で
は
、
授
業
に
お
け
る

学
習
内
容
の
振
り
返
り
や
家
庭
で
の
予
習

や
復
習
な
ど
、
中
学
生
の
計
画
的
な
学
習

の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
、
小
学
生
と
は
や

や
違
う
傾
向
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
小
学
校
で
６
割
を
超
え
て
い
た

「
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
先
生
に
聞
く
」
と

回
答
し
た
割
合
は
、
中
学
校
で
は
全
道
や

全
国
よ
り
少
な
く
、「
友
達
に
尋
ね
る
」

と
回
答
し
た
生
徒
の
割
合
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

学
校
生
活
は
、「
学
校
に
行
く
の
は
楽

し
い
で
す
か
」
と
い
う
質
問
で
は
、
小
学

校
と
同
様
に
「
楽
し
い
」
と
回
答
し
た
生

徒
の
割
合
は
全
道
や
全
国
よ
り
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
と
授
業
の
改
善
が
課
題

子
ど
も
た
ち
の
抱
え
る
課
題
と
は
？

質問１．学校以外でどのくらい勉強しますか 質問２. 普段どのくらいＴＶゲームをしますか

質問４．学校に行くのは楽しいですか質問３．授業でわからないことが
　　　　　　　　　あったらどうしますか

【図４】中学生学校生活状況調査結果

小
・
中
学
生
の
運
動
習
慣

ス
マ
ホ
や
テ
レ
ビ
の
時
間
が
増
加
！

　

小
学
校
で
「
体
育
の
授
業
は
楽
し
い
」

「
将
来
、
役
に
立
つ
」
と
回
答
し
た
児
童

の
割
合
が
、
全
道
や
全
国
よ
り
少
な
い
の

が
気
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
ね
ら
い
を
は
っ
き
り
と
示

し
、
友
達
と
助
け
合
い
な
が
ら
で
き
な
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
実
感
で

き
る
体
育
の
授
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

育
の
授
業
は
楽
し
い
で
す
か
」「
体
育
の

授
業
は
将
来
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
か
」

と
い
う
質
問
で
は
、
肯
定
的
な
回
答
の
割

合
が
中
学
校
男
子
を
除
い
て
全
道
や
全
国

よ
り
少
な
い
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

体
育
の
授
業
は
、
児
童
生
徒
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
み
、
そ
の
楽
し
さ

や
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
能
力
や

態
度
を
育
む
こ
と
が
目
標
の
一
つ
で
す
。

運
動
の
き
っ
か
け
は
家
族

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
も
大
事
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私
た
ち
大
人
の
共
通
の
願
い
は
、
子
ど

も
た
ち
が
よ
く
遊
び
、
よ
く
学
び
、
心
身

と
も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら
の
良
さ
や
可

能
性
を
信
じ
て
、
将
来
の
夢
や
希
望
に
向

か
っ
て
生
き
生
き
と
活
気
あ
ふ
れ
る
日
々

を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
意
欲
的

な
学
習
習
慣
や
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【問い合わせ】　町図書館　　☎ 72-6055

求人情報誌を設置しています
　・月刊ハローワーク地域別求人情報 　　　　   
　・an weekly 北海道版
　・障がい者のための就職情報誌クローバー　
　・ユーキャン
※ハローワーク、ユーキャンは無料でお持ち帰りできます

図書館ホームページで地図を公開しています
　図書館ホームページ上の【くりやまデジタル資料】
をクリックすると、下記の複製地図が閲覧できます。
　・夕張郡角田村一般地図 ( 出版年不明 )
　・栗山町鳥瞰図 (1952 年 )
　・開基 70 周年町政施行 10 周年記念世帯主事業所
　　所在及名入栗山全図（1960 年）
■町図書館ホームページＵＲＬ：
　https://library.town.kuriyama.hokkaido.jp/index.asp

体した の 験く
町 民 ふ れ 講 座あ い
　今回は岩崎真智子先生に教わる、ひな祭りリー

ス作り講座です。ラタンという紙紐のリースの

土台に花やリボンなどで飾り付けを行います。

■日 時　2 月 17 日㈬　13：30 ～ 15：30
■場 所　カルチャープラザ「Eki」
■定 員　10 人
■受 講 料　1,000 円
　　　　　　（材料費含む）
■持 ち 物　
　はさみ、作品を持ち帰る袋
※グル―ガンをお持ちの方は持参ください
■申込期限　2 月 13 日㈯

■申込先・問い合わせ
　カルチャープラザ「Eki」☎ 73-3333

版
画
に
み
る

ふ
る
さ
と
の

昔
の
暮
ら
し

牛
田
克
彦

版
画
作
品

巡
回
展

　

元
栗
山
小
学
校
教
頭
の
牛
田
克
彦
氏

が
、
昭
和
20
～
30
年
代
の
暮
ら
し
を
描

い
た
版
画
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
今
回

展
示
す
る
作
品
は
、
町
に
寄
贈
さ
れ
た

作
品
で
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
期　

間
　
２
月
11
日
㈭
～
15
日
㈪

◆
時　

間
　
午
前
９
時
～
午
後
10
時

南
部
公
民
館

◆
期　

間　

２
月
17
日
㈬
～
21
日
㈰

◆
時　

間　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

※
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で

角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
期　

間
　
２
月
23
日
㈫
～
28
日
㈰

◆
時　

間　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

※
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で

◆
入

場

料　

無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

健
康

ス
ト
レ
ッ
チ

ヨ
ー
ガ
教
室

ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

教
室

栗山中学校
高田恭介教諭

　
栗
山
中
学
校
で
は
、

①
集
中
力
や
持
続
力
を
育
成
す
る
こ
と

②
健
康
的
な
生
活
を
す
る
こ
と

③
体
幹
を
鍛
え
て
体
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と

④
自
然
な
身
の
こ
な
し
や
立
ち
振
る
舞
い

を
身
に
着
け
る
こ
と

⑤
言
葉
遣
い
が
美
し
く
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
、「
立
腰
」(

腰
骨
を
立
て
る)

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
背
骨
を
伸
ば
し
、
集
中
し
て
学
習
に
立

ち
向
か
う
生
徒
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

立り
つ
よ
う腰
指
導

①
学
年
に
応
じ
た
学
習
習
慣
を
身
に
付
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
学
年
×
10
分
＋
10
分
の
学
習
（
小
学
生

の
場
合
）

②
「
生
き
る
力
」
を
支
え
る
運
動
習
慣
を

身
に
付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
１
日
１
時
間
以
上
の
運
動

※
徒
歩
に
よ
る
登
下
校
、
雪
か
き
な
ど
も

運
動
で
す

③
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
の
生
活

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
Ｔ
Ｖ
や
ゲ
ー
ム
、
ス
マ
ホ
は
１
時
間

以
内
の
生
活

④
人
生
を
豊
か
に
す
る
読
書
習
慣
を
身
に

付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
１
日
10
分
の
読
書

※
今
回
の
調
査
で
「
普
段
、
ど
れ
く
ら
い

の
時
間
読
書
を
し
ま
す
か
」
と
い
う
質

問
で
、「
全
く
読
書
を
し
な
い
」
と
回

答
し
た
児
童
生
徒
は
、小
学
生
で
25
％
、

中
学
生
で
50
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力

を
高
め
、
想
像
力
を
豊
か
に
す
る
読
書
習

慣
の
育
成
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
国
語

【図６】小学生の体力・運動能力結果
小
・
中
学
生
の
運
動
能
力

全
国
平
均
を
超
え
る
も
の
も
！

　　

児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
は
、
小

学
生
男
女
の「
長
座
体
前
屈
」、女
子
の「
握

力
」
と
「
立
ち
幅
跳
び
」
が
全
国
の
平
均

を
超
え
て
い
ま
す
（
図
６
）。
ま
た
、
中

学
生
は
、
男
女
の
「
上
体
そ
ら
し
」、
男

子
の
「
反
復
横
跳
び
」「
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
」

「
５
０
ｍ
走
」「
立
ち
幅
跳
び
」
が
全
国
の

平
均
を
超
え
て
い
ま
す
（
図
７
）。

※
全
国
平
均
は
50
％

【図７】中学生の体力・運動能力結果

の
学
力
「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
と

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
新
聞
、
雑
誌
な
ど
、
活
字
の
あ
る
生

活
を
始
め
ま
し
ょ
う
。�

　

教
育
委
員
会
で
は
、「
家
庭
教
育
・
子

育
て
10
践（
実
践
）」を
配
布
し
て
い
ま
す
。

学
習
時
間
や
一
家
団
ら
ん
の
時
間
、
睡
眠

時
間
な
ど
子
ど
も
の
成
長
に
あ
っ
た
１
日

の
生
活
リ
ズ
ム
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

理
想
的
な
学
習
・
生
活
習
慣
を

身
に
着
け
よ
う
！

　

札
幌
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ー
ガ
愛
好

会
代
表
の
渋
谷
和
子
先
生
に
よ
る
ヨ
ー

ガ
教
室
で
す
。
ヨ
ー
ガ
の
ほ
か
に
中
国

の
気
功
体
操
も
取
り
入
れ
、
健
康
維
持

や
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
に
最
適
な
運
動

指
導
を
し
ま
す
。

◆
日　
　

時

　

３
月
８
日
㈫
、
15
日
㈫
、
29
日
㈫

　

午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

◆
場　
　

所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対　
　

象　

20
歳
～
70
歳
の
町
民

◆
講　
　

師　

　

札
幌
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ー
ガ
愛
好
会

　

代
表　

渋
谷�

和
子�

氏

◆
受  

講  

料　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
入
館
料
含
む
）

◆
申
込
期
限　

３
月
４
日
㈮（
定
員
10
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

　
健
全
な
生
活
習
慣
を

　
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に

体力テスト結果

体力テスト結果
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栗山町地域おこし協力隊として農業研修を行って
いる北海道大学の学生 3 人が、継立地区の小中

学生に学習指導を行いました。来年度から本格実施さ
れる、「コミュニティスクール」の一環として実施。
のべ 40 人が冬休みの課題や学習ドリルなどを持ち寄
り、わからない点を質問し、北大生から丁寧な解説を
受けました。参加した照井悠

は る き
生君（7 歳）は「漢字を

教えてもらいました。また一緒に勉強したい」と笑顔
で話していました。　　　　　　（1 月 12 日～ 16 日）

サケ稚魚の放流に取り組む夕張川自然再生協議会
が、放流するサケを卵から育ててもらおうと、

希望した 10 組にそれぞれ 20 粒の卵を託しました。
参加者は雨煙別川で 4 月に行われる放流会まで「サケ
の里親」として水の管理や餌やりなどを行います。卵
は 10 日程度でふ化する見込みで、放流時には 8 セン
チほどになる予定です。昨年に続いて里親になる中山
大輔君（13 歳）は「温度調節が難しいけど、春まで
大切に育てたい」と話していました。　（12 月 26 日） 

栗山高校の 3 年生 4 人が、南部公民館で開かれた
継立ふれあいサロン参加者 44 人に手作りした

ネックウォーマーとメッセージカードをプレゼントし
ました。同サロン代表の柴田隆雄さん（76 歳）は「手
作りの素晴らしいネックウォーマーをいただき本当に
ありがとうございます。皆さんの顔を浮かべながら使
いたいと思います」とお礼を述べ、学生代表の鈴木康
太さん（18 歳）は「高齢者の方と関わることが少な
いので、このような交流ができてとてもうれしいです」
と笑顔で話していました。　　　　　　(12 月 24 日 )

限りある水資源について考える「Be Startup コカ・
コーラキャンプ」が、雨煙別小学校コカ・コー

ラ環境ハウスを拠点に行われました。地元栗山をはじ
め、東京や大阪など全国から集まった中高生 17 人が
参加。使った水を自然にかえす日本コカ・コーラ株式
会社の「WATER NEUTRALITY（ウォーター・ニュート
ラリティー）」の取り組みやハサンベツ里山での冬の
湧水にすむ生き物調査などを通じて、北海道の水資源
について理解を深めました。
　　　　　　　　　　　　　　　(12 月 27 日 ~29 日 )

雪不足のためオープンを約 1 カ月延期していた栗
山町スキー場がオープンしました。積雪量が少

なく、滑走できるのはファミリーコースの一部のみで
したが、待ちわびた多くのスキーヤーが雪の感触を楽
しみました。初めてスキー場に来た佐古愛

ま な み
心さん (6

歳 ) は「上手になったらリフトに乗ってみたい。山の
てっぺんから滑って下りるのが今年の目標です」と話
していました。　　　　　　　　　　　　(1 月 16 日 )

待望のオープン＊栗山町スキー場

栗山町の青年研修団が姉妹都市である宮城県角田
市を訪問しました。メンバーは青年会議所と４

Ｈクラブ、青年団体協議会の有志６人。角田市内のシ
ンケンファクトリーで開かれた歓迎会で、大友喜助角
田市長から「角田市の歴史ある文化に触れ、多くの方々
と交流し、見聞を広げてください」と歓迎の言葉を受
け、研修はスタート。３日間の日程で国指定の重要文
化財である高蔵寺をはじめ、郷土資料館や宇宙関連施
設のコスモハウスなどの施設見学、地元青年団体との
交流、東日本大震災で被災した宮城県石巻市の視察を
行いました。
研修を終え、西岡政則団長（青年会議所所属）は「研
修を通じて、角田市長をはじめとする多くの方々と出
会いました。同じ想いを持ち活動する角田市の青年団
と交流をする機会もあり、多くの学びを得ることがで
きました」と今回の研修を振り返り話していました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　 　　　（1 月 15 日～ 18 日）

姉妹都市角田市を訪問＊勤労青年国内研修

◆営業時間：9：00 ～ 17：00
◆リフト券  
　1 回券　　　　 　小・中学生　　   50 円
　　〃　　　　　　高校生以上　　 100 円
　回数券（11 回）　小・中学生　　 500 円
　　〃　　　　　　高校生以上　  1,000 円
　1 日券 　　　　　小・中学生　  1,000 円
　　〃　　　　　　高校生以上　  1,500 円
　シーズン券 　　　　小・中学生　10,000 円
　　〃　　　　　　高校生以上　15,000 円

高齢者へ心のこもったプレゼント＊栗山高校水の大切さを学ぶ＊コカ・コーラキャンプ

頼もしい助っ人＊地域おこし協力隊が学習指導 春までぼくがお父さん＊ 10 組がサケの里親に
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德
と く も

毛颯
そうだい

大くん（8 歳）
剣道歴 1 年 6 カ月。
去 年 の 試 合 で 念 願 の 初 勝 利 を
飾った。

今年は、苦手な小手面を
素早く打てるよう、練習
を頑張ります。
もっともっと強くなって
大会で優勝したい！

人口  12,479  人  （　0） 世帯数  5,973  世帯  （　0）男  5,846 人  （ ＋6）　女  6,633  人  （ －6）

▼
勤
労
青
年
国
内
研
修
の
引
率
で
宮
城

県
角
田
市
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
研
修

初
日
の
昼
食
会
に
は
、
角
田
市
長
も
同

席
。
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
い
う
レ

ス
ト
ラ
ン
で
頂
き
ま
し
た
。
慣
れ
な
い

ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
を
手
に
、
目
の
前

に
は
謎
の
葉
っ
ぱ
が
乗
っ
か
っ
た
ハ
ム
。

市
長
と
同
席
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

も
と
、
こ
の
よ
く
わ
か
ら
ん
葉
っ
ぱ
を

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
眼
前
の

葉
っ
ぱ
に
気
を
と
ら
れ
過
ぎ
、
料
理
の

味
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
な
ん
と

か
会
食
を
切
り
抜
け
ま
し
た
。
　（
東
庄
）

▼
来
春
、
夕
張
川
で
行
わ
れ
る
稚
魚
放

流
に
向
け
、
希
望
者
に
卵
を
育
て
て
も

ら
う
「
サ
ケ
の
里
親
事
業
」
の
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に

我
が
家
も
参
加
。
7
歳
の
息
子
が
面
倒

を
み
て
い
ま
す
。
水
温
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

適
温
を
キ
ー
プ
。
直
射
日
光
に
当
て
な

い
よ
う
段
ボ
ー
ル
工
作
を
し
て
水
槽
を

覆
う
…
苦
労
の
甲
斐
あ
っ
て
先
日
、
無

事
に
孵
化
。
息
子
は
稚
魚
20
匹
の
お
父

さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
の
お
世
話

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
イ
ク
ラ
の
お
寿

司
大
好
き
の
5
歳
下
の
妹
か
ら
卵
を
守

り
抜
い
た
息
子
の
頑
張
り
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
仁
平
）

▼
新
成
人
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
ら
れ

た
「
成
人
式
」。
教
育
委
員
会
で
の
担
当

以
来
の
出
席
で
し
た
が
、
新
成
人
の
し

っ
か
り
と
し
た
受
け
答
え
や
式
典
で
の

厳
か
な
表
情
に
感
心
し
ま
し
た
。
自
分

の
成
人
式
の
こ
と
を
考
え
る
と
恥
ず
か

し
く
な
る
ほ
ど
で
す
。
あ
ら
た
め
て
立

派
な
新
成
人
の
姿
を
見
て
「
新
成
人
に

負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
ろ
う
！
」
と
思

う
1
日
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　（
杉
本
）

ひ
と
り
ご
と

編
集
担
当
者
の
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もちに一刀！精進誓う
　栗山剣道連盟と栗山剣道スポーツ少年団の鏡開きが
1 月 17 日、栗山小学校で行われ、今年 1 年の精進を
誓い合いました。昔からの伝統を伝える恒例の行事で、
約 30 人が参加。連盟副会長の長谷忠夫さんが、大き
な鏡もちに気合を込めて刀を振り下ろしました。その
後、参加者は稽古に汗を流し、保護者らが作った雑煮
を食べ、健康や飛躍を祈願しました。


